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重点目標 ともに高め合う 七谷っ子

夏休みが終わり、２学期がスタートして２週間
が過ぎました。廊下や教室の後ろには、夏休みに
取り組んできた自由研究や工作が掲示されていま
す。保護者の方々の協力に感謝です。
図書室前には、「家族 de 読書」で取り組んでい

ただいたカードがホワイトボードに掲示されてい
ます。
「家族 de 読書」は、夏休みを利用し、「同じ時

間、同じ場所で、家族で読書を楽しむ」ことを目
的として毎年行っています。その方法は、
・１冊の本を交代で読む。
・一緒にお話ししながら読んでいく。
・家族それぞれに読みたい本を読む。
など、家族にお任せです。
読書をするよさは、いくつもあげることができます。七谷小学校でも読書活動を大切に考え、

週２日の朝読書に取り組んでいます。読書は１人ですることが多いですが、読書の仕方について、
最近は進化しているようです。

「ビブリオバトル」：みんなで集まり、読んだ本を５分で紹介。読みたくなった本を投票して決
める読書会。
「リード・フォー・アクション読書会」：読んでいない本を持ち寄り、ファシリテーターのガイ
ダンスのもと、互いに語り合うことによって、短時間で本の内容を把握し、自分の仕事や行動
に役立てる読書会。

いずれも複数の人で行い、読書の新しい価値を生み出しています。「家族 de 読書」も本のもつ
楽しさやおもしろさだけでなく、家族で読むことのよさを感じることができました。「おうちの人
から」には、次のようなコメントが寄せられていました。

◯日頃、一緒に本を読むことがないので楽しい時間でした。
◯マンガ以外で感想を言い合えたのでよかったです。銭天堂はやっぱりおもしろいですね。
◯２人で本を読めて楽しかったです。
◯音読で何回も読んでいるお気に入りの本なので、すらすら読めました。また一緒に読もうね。
◯とてもいい本です！読み終えた子どもから感想を聞いたらびっくりするくらいすばらしかっ
たです。子どもの心の中を知れていい時間でした。

◯久しぶりに一緒に読書をしてうまくなったなと思いながら読んでいました。ちゃんと気持ち
を込めながら読む場面があって、楽しみながら読みました。

一緒に本を読むことで、楽しい時間を共有したり、新しい発見があったりしたようで、その時
の情景が目に浮かんできます。読んでいてうれしくなりました。
これから秋が深まっていきます。「読書の秋」です。時折、本を通して同じ時間を過ごしてみて

はいかがでしょうか。
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新型コロナウイルスの影響により、昨年は実施されなかった「全国学力・
学習状況調査」。今年度は、国語・算数の２教科を実施することとなりまし
た。今から１５年ほど前、PISA（OECDが行っている生徒の学習到達度調査）において、日本の子
どもたちが他の国と比べて記述問題の正答率が低く、特に無答（何も書かない）が多かったこと
が話題となりました。そこから自分の考えを記述するということについて、様々な取組がなされ
るようになりました。
さて、８月下旬に報道にあったように結果が発表され、七谷小学校は以下のような傾向でした。

□国語
正答率は新潟県と同じくらいでした。国語はまず、資料（メモやイラスト）や説明文を読み取

る力が求められます。それらから、必要な事柄を選択し、自分の考えを書いていきます。
記述について、七谷小学校は県や全国とほぼ同じくらいでした。グランドデザインに「自分の

考えを表現する力を育てます」と掲げ、授業の中で「自分の考えを書いたり発表したりする活動」
に力を入れています。引き続き、様々な教科の中で工夫しながら取り組んでいきます。また、３
問出題された漢字の正答率がもう少しでした。日々の授業やすくすくタイム、全校学年テストな
どを活用し、指導を進めていきます。
□算数
正答率は新潟県や全国をやや上回っていました。今年から単純な計算問題は無くなり、すべて

文章題を解いていく問題でした。算数も「数字と言葉を使って書きましょう」と記述する問題が
あります。七谷小学校は、県や全国よりかなり高い正答率でした。一方、表から必要なデータを
読み取ることに課題が見られました。
□児童質問紙
「七谷１５歳の子ども像」に関わって、いくつか紹介します。

【共感力】
◯人の役に立つ人間になりたいと思いますか。
肯定的評価が 100％でした。

【自己形成力】
◯人が困っているときに、進んで助けていますか。
肯定的評価が 100％でした。

【やり抜く力】
◯自分でやると決めたことは、やり遂げるようにしていますか。
肯定的評価が県や全国よりやや下回りました。

◯難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか。
これは、肯定的評価が 100％でした。

【郷土愛】
◯地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか。
肯定的評価が県や全国よりやや下回りました。

七谷小学校は小規模校であり、６年生の人数も少ないです。全体的な数値を見ながら、一人一
人を見ていくことがより大切だと感じています。「児童質問紙」では、よい面もたくさん見つける
ことができましたが、課題もあります。これからの学校生活を通して、子どもたちの心を育んで
いきます。

加茂市花と緑をいっぱいにする会
花壇・プランターコンクール
入賞

第64回加茂総合体育大会
小学生種目 第３位

七谷バレーボールクラブ

子どもたちの活躍

水やりボランティア

のおかげです！



私が小学生の頃、１学級の人数は４５人。１学年に
６クラスあり、全校児童は１０００人を優に超える学
校でした。全校朝会で体育館に集まると、後ろの６年
生が座るために、四苦八苦して並んでいました。

全校朝会では、時折、「表彰」が行われます。
「名前を呼ばれたら、その場に返事をして立ちます。」
と言って、先生が名前を呼び始めます。
（次は、自分かなあ）
でも、呼ばれません。人数が人数です。近くの友達と
も、
「俺たちには関係ないよなあ。」
そんな会話を幾度もしていました。しかし、一度だけ
呼ばれた記憶があるのです。図工だったでしょうか。
素直に嬉しかったことを覚えています。

「子どもたちは、小学校卒業までに賞状をもらうの
だろうか。必ず１回は賞状をもらう経験をさせたい。」
そんな思いから、「校長表彰」を始めました。子ども
のいいところを見つけて、それを賞状にして渡します。
先生方からも協力していただいています。
「１年の間に全員に渡す。」

これを目標にしました。

賞状は、初めの１回は全校朝会で渡しました。し
かし、人数が多いと全校朝会のプログラムが終わり
ません。そこで、休み時間に校長室で行うこととし
ました。手の空いている先生方からも立ち会ってい
ただき、一人一人に読んで手渡します。そして最後
は記念撮影です。気が付けば、１学期中に全員に渡
すことができました！

２学期が始まりました。２学期も子どもたちのよ
いところをたくさん見つけていきます。

不審者が校内に侵入した想定で、避難
訓練を実施しました。
１階から侵入した不審者に対して、子

どもたちを安全に逃がしつつ、職員の連
携体制を確認することが目的です。
いざ、ことが目の前に起きた時、思う

ような行動がとれないことがあるかもし
れません。繰り返し訓練しておくことにより、身を守ったり、危険を回避したりできる可能性
を高めていくことができます。避難を終えた子どもたちと、今一度、「いかのおすし」を確認し
ました。このようなことがないことが一番ですが、備えあればうれいなし。時折、おうちでも
話題にしていただければと思います。

【イカのおすし】



９月３０日（木）のマラソン大会に向け、チャレンジタイムが始まりました。月・水・金の３
日間、２０分休みのうち５分間、走る練習をします。雨の日は体育館、晴れている日は学校の周
りを走ります。それぞれの教室前の廊下には、走った回数を色塗りしていく「マラソンがんばり
カード」が掲示してあります。
また、体育では、マラソン大会と同じコースを走る練習も始めました。奇数学年は、学年が上

がって、走る距離も変わります。

◯１・２年生・・・ ８００ｍ
◯３・４年生・・・１３００ｍ
◯５・６年生・・・１８００ｍ

９月１０月の生活目標は、「挑戦しよう自己ベスト 伝えよう自分の思い」です。マラソン大会
は、自分の目標に挑戦すること。そして、「七谷１５歳の子ども像」の「やり抜く力」にもかかわ
る行事です。汗をいっぱいかきかき、頬を赤らめながら走って自分のベストに挑戦する姿を期待
しています。ライバルは自分自身です。

～２学期の行事について～
新型コロナウイルスにかかわり、新潟県全域に発令された特別警報を受け、先日、「孫親授業参観」「加

茂・南蒲親善陸上大会」「全校チャレンジウォーク」「５・６年生の国際理解ワークショップ」「５年生

の稲刈り」などの行事の中止をお知らせさせていただきました。
その他の行事についてですが、次のように考えております。

□マラソン大会
→例年どおり実施

□文化祭
→今年度から規模を縮小して実施

・小中合同音楽会は会場を七谷小学校体育館とします。

・バザーは今年度から実施しません。
※詳細につきましては、後日、パンフレットなどでお知らせいたします。

□レインボー発表会
→例年どおり実施

第５波が、少し落ち着き始めた気がします。これまでの波と比較すると、ずいぶん大きな波でした。

今後、どのような変化を起こすのか、予想はつきません。予定している行事につきましても、今後の変
化を受け、変更したりお願いしたりすることがあると思います。ご理解とご協力をお願いします。


